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資料紹介 

 

旧名を「講孟箚記」と称し、後に「講孟余話」と改題したもの。講孟

余話は松陰 26 歳の安政 2 年 6 月 13 日より翌 3 年の同日にいたるちょう

ど 1 年間に、野山獄及び杉家幽室において同囚および親戚と共に孟子を

課して購読した際の各章読後の所感ないし批評意見などを一書に纒めた

もので、稿の完成は安政 3 年 6 月 18 日である。(出典 「吉田松陰全集」

第３巻 大和書房) 


